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１．会社概要 

（１）環境活動の対象範囲（エコアクション２１対象範囲 認証登録番号 ００００６８６） 
    対象組織：渡辺ケミカル株式会社 名古屋営業所（全組織） 
    対象活動：化学工業薬品・食品添加物の卸売業（全活動） 
（２）環境活動の代表者 
    名古屋営業所 所長 松田 章 
（３）所在地 
    名古屋営業所 〒460-0003 名古屋市中区錦二丁目 4 番 3 号 錦パークビル 6 階            

（４）環境関係の担当者連絡先 
   環境管理責任者 (兼)名古屋営業所  所長   松田 章 
   環境事務局   名古屋営業所 営業推進部   山口和則 
           ＴＥＬ 052-218-6391 ＦＡＸ 052-218-6396 
（５）企業の規模 
   従業員数   ：2 人  
   事業所延床面積：６９.１４㎡ 
（６）事業内容    化学工業薬品卸売業 
           ウレタン樹脂、エポキシ樹脂、活性炭、酸化チタン、有機酸、防腐防カビ剤 
           食品添加物、イオン交換樹脂、膜装置、その他無機・有機各種添加剤等 
（７）他事業所の環境活動認証範囲 

  本社       （エコアクション２１認証登録番号 ０００１５２３） 
    大阪市中央区平野町三丁目 6 番 1 号 あいおいニッセイ同和損保 御堂筋ビル 
  東京支店     （エコアクション２１認証登録番号 ０００１４９５） 

      東京都港区新橋五丁目１番９号 銀泉新橋第２ビル     
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２．環境への取組み 
2.1 環境方針 

 

 環境経営理念 

「環境を意識し、環境負荷低減を目指し、地球環境に貢献する」 

  

環境経営方針 

渡辺ケミカル株式会社名古屋営業所は化学品商社として商品の 

販売活動の中で環境負荷低減活動の継続的活動を展開する 

 

 

－重点活動項目－  

 

１. 省資源、省エネルギーの環境目標を定め、継続的改善を図る。 

 

２．化学品専門商社として営業活動の中で環境対応製品の取り扱いに注力する。 

 

３．環境影響に関する法規制及びその他の要求項目を遵守する。 

 

 

 

 

  

 

2005 年９月 21日  制定 

2019 年 12月 24 日 改定 

 

 

渡辺ケミカル株式会社  

名古屋営業所 所長 松田 章 
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2.2 推進体制（エコアクション用） 

 

 

  

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全営業所員へ周知
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

代表者
（営業所　所長）

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
(兼)（営業所　所長） ・環境関連法規等の取りまとめ表を確認

・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局

・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
(名古屋化成品部) ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

営業所　所員

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・緊急事態への対応のための準備と訓練の実施
・問題点の発見、改善提案、是正、予防処置の実施

 

エコアクション 21 登録番号 
００００６８６

環境管理責任者
(兼務) 営業所長

環境事務局

営業所 所員

エコアクション 21 登録番号

０００１５２３

代表者
営業所長

エコアクション 21 登録番号

０００１４９５

渡辺ケミカル株式会社
本社

東京支店大阪支店名古屋営業所

 

渡辺ケミカル(株)名古屋営業所環境経営レポート対象範囲
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３. 環境経営目標  

3.1 次年度中期環境経営目標 

環境経営の活動項目 中期環境目標と 

活動内容  

第 72 期   
('20/10～'21/09) 

(目標) 

（実績） 

第 73 期       
('21/10～'22/09) 

（目標） 

第 74 期 
('22/10～'23/09) 

（目標） 

第 75 期       
('23/10～'24/09) 

（目標） 

１．顧客にいち早く環

境にやさしい商品をご

紹介し、当社のＥＣＯ

関連商品の販売額比率

を向上します。 注 1) 

73 期以降ＥＣＯ関

連商品の販売額比

は 18％以上を目指

す。 

 

18％ 

18% 

    

18 %以上 

16.5% 

 

18 %以上 

   

18%以上 

２．エコ関連商品の紹

介 
エコ関連商品の紹

介。月報及び会議で

確認。 

月 5 件以上 

〇 

月 5件以上 月 5 件以上 月 5件以上 

3．商品販売活動の中

で省エネを推進し、二

酸化炭素排出量の削減

に努めます。 

 

電力使用量は 70 期

（9940kWh/年）を

基準として 0.5％削

減する。 

 

第 70 期比 

第７2 期 

実 績 9400 
kWh 

5.4％減 

 

第 70 期比 

0.5%以上 

実績  7800
ｋWｈ 

  21.5％減 

第 70 期比 

0.5％以上 

第 70 期比 

0.5%以上 

４．当社が承諾した顧

客からの要求事項を遵

守し、情報活動を積極

的に行う。 
 

１）顧客から SDSの要求

の対応、２）RoHS 対応

資料要求の対応、３）

REACH 対応資料要求

の対応、4）その他新規

の法規制に対応、5）顧

客への情報提供を積極

的に行う。 

顧客要求事項

の遵守 
顧客要求事項

の遵守 

 

顧客要求事項

の遵守 

 

顧客要求事項

の遵守 

 

５．  
エコオフィス活動の 
徹底及び実践 
      

１）冷暖房温度の適

正化  
２）給湯室・洗面所

での節水  
３）外出時のパソコ

ンの電源 OFF 
４）一般廃棄物の分

別回収の徹底  
５）毎週水曜日 NO
残業 DAY 実施 

エコオフィス

活動の継続推

進 

エコオフィス

活動の継続推

進 

エコオフィス

活動の継続推

進 

エコオフィス

活動の継続推

進 

 
注 1) ECO 関連商品の定義 : 水系・無溶剤関連、保存剤、消臭・抗菌製品、気体・液体浄化製品を指す。 
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3.2 第 73 期 環境経営目標と取組結果 

（１）エコ商品の積極的な販売。 

【目標】（第 73期目標） 

販売総額に占めるＥＣＯ関連商品の販売総額の割合 18％以上を目指す。 

[結果と評価] 

項  目 単

位 

第 70期 第 7１期 第 72期 第 73 期(2021/10～2022/09) 

実績 実績 実績 目標 実績 

エコ商品販売比率 ％ 13％ 21％ 16％ 18％ 18％ 

 

コロナの影響が残っているのか、価格改定による影響なのか、従来より販売している水系

製品関連、活性炭等の製品や無溶剤型コーティング剤向け添加剤の販売数量は各製品の伸

びやダウンはあるが取りあえずは目標値には落ち着いた。エコ商品の提案を行い、第 74

期以降は 18％以上の販売比率を維持していくことを目指す。         

【 評価 ○ 】 

 

 

（２）エコ商品の紹介 

   月 5件以上の提案を目標とし、月報や会議で確認する。目標は達成。【 評価 ○ 】 

 

（３）使用電力量（冷暖房用電力含む）の削減。 

 

【目標】（第 73期目標） 

営業所全体の使用電力量を 70期の(9940kWh/年)を基準として 0.5％を削減する。 

73 期目標としては 70期より 0.5％削減する。 

 

 [結果と評価] 

 

項  目 

 

単位 

第 70期 第 71期 第 72期 第 73 期(2021/10～2022 

/09) 

実績 実績 実績 目標 実績 

使用電気量 

（冷暖房用電力

含む） 

 

Kwh 

／年 

 

9940 

 

9660 

 

9400 

 

9890 

 

7800 

 

73 期も適切な室温管理を徹底した。コロナ状況下から変わり在宅勤務等はなくなったが 

名古屋営業所は在中の名古屋営業所員が減り電気使用量は大きく減った。 

                【 評価 ○ 】 
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（４）当社が承諾した顧客からの要求事項の遵守 

【目標】（第 73期目標） 

顧客からの要求のあった事項の即時対応（SDS,RoHS,REACH 等） 

 

[結果と評価] 
顧客からの SDS の要求や、RoHS、REACH 等の対象の化学物質含有調査の対応、及び該当

法令遵守に迅速に対応した。              【 評価 ○ 】 

 

（５）エコオフィス活動の徹底及び実践 

【目標】（第 73期 活動計画実施） 

下記エコオフィス活動の実施率を 100％とする。 

１）冷暖房温度の適正化  

２）給湯室・洗面所での節水  

３）外出時のパソコンの電源 OFF 

４）廃棄物の分別回収の徹底  

 

[結果] 

１）温度計を定期的にチェックし、室内温度を目安である夏場の冷房使用時 26℃以上、

冬場の暖房使用時 20℃以下に保った。 

２）各個人が目的意識を持ち実践した。 

３）すべてのパソコンに自動パワーオフ設定を行い実践した。 

４) 廃棄物の分別を個人単位で、徹底が出来た。 

 
 

エコオフィス活動実践の中で、数値化が可能な項目の第 70期から第 73期の比較 

項目 単位 第 70期 第 71期 第 72期 第 73期 

実績 実績 実績 実績 

二酸化炭素排出量 *1) ｋｇ-CO₂ 4493 4366 4004 3322.8 

コピー用紙使用量 *2) ｋｇ 223 139 63.84 19.95 

廃棄物排出量（一般廃棄

物 ）*3) 

ｋｇ 365 283 207.84 163.95 

廃棄物排出量の内リサイ

クルに回った量 *4) 

ｋｇ 378 132 144 144 

*1) ビル管理組合より請求された電力量を集計し、中部電力㈱の排出係数(0.426kg-CO2/を使用。 

*2) コピー用紙は購入量を使用量とみなし、集計。 

*3) 廃棄物の大半はコピー用紙(シュレッダーした用紙)と新聞紙が占める。 

*4) コピー用紙はシュレッダー廃棄しているため、69期より、リサイクル量に集計しないこととする。 
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[評価] 

二酸化炭素排出量は、結果的に前期、前々期よりも削減することができた。 

【評価 ○ 】 

 

各個人が削減意識を高めたことと、コロナの影響からか在宅が増え PC上で業務をこなす

ようになりコピー用紙の購入は減となった。 

 

 【評価 ○ 】 

 

４. 環境法規等要求事項と遵守状況 

4.1 該当する法令・条例一覧 
 

法律・条令・その他の要求事項 
該当内容・非該当の区分 
遵守内容・該当施設 等 

廃棄物の処理および清掃に関する法律 事業系一般廃棄物の適正処理 
産業廃棄物の適正処理 
 委託契約・保管・処理確認 

マニフェスト管理 

名古屋市産業廃棄物等の適正な処理及び資源化の促進に関する条例 産業廃棄物の委託・処理確認 

名古屋市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 事業系一般廃棄物の適正処理 
 発生抑制・再利用 

フロン類の使用合理化及び管理の適正化に関する法律 廃棄時のフロン適正回収依頼 
 電気冷蔵庫 

資源の有効な利用の促進に関する法律 廃棄時のリサイクル化依頼 

  

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 廃棄時のリサイクル化依頼 
 小型電子機器 28 品目 

毒物および劇物取締法 販売登録・譲渡記録 

  

化学物質排出把握管理促進法 ＳＤＳの提供 

 

消防法  大規模な建築物に入居  
 防火管理者選任 

取引先のグリーン調達ガイドライン 該当 環境管理システムの構築 
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4.2 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
 環境関連法規への遵守状況について、確認・評価したところ、すべて適合しており、また、過去 
 3 年間に於ける環境に関する違反、苦情、訴訟等の指摘もなかった。 
 
 
５. 環境経営者による評価と見直しと指示 
  代表者（名古屋営業所長）による環境活動の評価と見直しと指示 

（2022 年 12 月 23 日実施） 

 

① ＥＣＯ関連商品（環境配慮型の商品）の販売額割合の引上げ 

73 期実績は 18％と目標の 18％に到達しなかった。 

74 期以降は ECO 関連商品拡売に注力し、18％以上の販売比率の維持を目指す。 

 

② エコ関連商品の紹介。 

74 期も継続していく。 

 

 

③ 二酸化炭素排出量削減(使用電力量削減)に関して 

73 期も適切な室温管理を徹底した。在宅は無くなり通常業務に戻ったが人員配置の面から

削減できた。 

 

④ エコオフィス活動について 

名古屋営業所としては、通常業務に戻ったのでエコオフィイス活動は継続していく。 

 

[取組結果] 

 環境経営目標は項目ごとでは達成しなかった環境目標もある。 

74 期は項目ごとに達成するよう努力すること。 
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お問い合わせ・地図 

        

          

            地下鉄「桜通り線・丸の内駅」下車５番出口すぐ     錦パークビル全景 

  
    

 
     渡辺ケミカル株式会社 名古屋営業所 
        〒４６０－０００３ 
        名古屋市中区錦二丁目 4 番 3 号 錦パークビル 6 階 
        TEL  ０５２－２１８－６３９１ 
        FAX  ０５２－２１８－６３９６ 
        ホームページ http://www.wacc.co.jp 

   
 

       環境事務局     名古屋営業所 営業推進部 山口 和則 

   
 

 


